
●実施時期 ： 令和7年４月１日から令和8年3月31日
３６５日間

●実施場所 国道202号警固交差点から春吉橋西まで
　約 2㎞の上下歩道（延長4.0㎞）

●活動内容
1．目的

2．活動内容

４．実施による効果等
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2） 実施概要

　国道２０２号国体道路は春吉橋の仮橋が公園として整備され、利用する団
体が活用しているが、オープン日や時間帯が限られており、活性化されてい
ない。
　私達は景観上の課題を地域住民や沿道店舗などと共有し、店舗、大学生、
行政等と連携しながら花壇の設置や違法駐輪対策などを行い、沿道店舗や
地域住民に、今後の国体道路における道路空間の利活用や歩道の整備、
道路の在り方やまちづくりなどについて、道路管理者や福岡市に提言し、花
を植えながら清掃や維持管理することで環境保全や美化、景観向上に努
め、安心・安全で快適な道路空間を形成するため、福岡市民の意識啓発を
行っている。

　地植えは１３カ所で57㎡、固定プランターは、大５６個、小３６個と正方形の７
個、移動可能な中型プランター25個を設置し、四季折々の花を植え、沿道が
華やかに彩っている。中でも5年度は水泳の国際大会が実施されたため、花
でおもてなしをすることができた。
　花植えは西日本短期大学の学生を中心に地域住民や沿道店舗に参加者
を募り、６・７月は２日間実施し６３名、１１・１２月は３日間実施し９３名に参加し
ていただいた。参加できなかった店舗からは、学生へ差し入れをいただい
た。通常の維持管理は、沿道店舗や地域住民で行い、月に４，５回実施。の
ぼりを立て、「街をきれいに」「ゴミを捨てないで」と韓国語や中国語で書いた
ビブスを着用して作業をしているので、認知度も高まり、関心を持つ人たちが
増え、｢お疲れ様です」、「花がきれいですね」、「植えるときは教えて下さい」、
「国体道路が明るく素敵になった」とねぎらいの言葉をいただくようになり、延
べ４００人以上の歩行者と会話し、意識啓発ができたと自負している。
　令和６年度に植えた花の種類は２３種、９，２６８本

総勢　377人で実施
はかた夢松原の会会員（164人）　さわやかスタッフ（12人）
そらいろ幼保園（15人）　西日本短大生（121人）　地域住民・行政（65人）

１）女性及び学生中心の活動であるが、令和5年度から保育園児が加わり、地域住民やま
ちづくり団体、大学生や小学生、店舗関係者など幅広い年代が共に活動することで、新
たなコミュニティが創出され、協力者が増え、街並みや景観に興味を持つ住民が増加し
た。
２）ごみや放置自転車は無くなり、点字ブロックの機能が回復し、歩行者や障がい者にとっ
て危険な状況が減った。また、ドライバーにとっても飛び出しが減り、見通しが良くなって
安心・安全な道路空間となり、道路景観が向上した。

３）外国人観光客が増加してきたことから、「ごみを捨てないで」「まちをきれいに」と韓国語
や中国語の文字を書いたビブスを着用し、のぼりを立てて実施しているので、歩行者や地
域住民の関心が高まり、様々な人から声を掛けていただき、活動趣旨を説明し、花の名
前や育て方等を紹介、信号待ちのドライバーからも声がかかるようになり、延べ400名以上
の市民や来街者に私たちの活動を周知してもらい、住民や市民の意識が高まった。

４）福岡市が始めた一人一花運動の認知度を高めることに貢献したことで、福岡市の緑の
まちづくり協会から感謝されており、猛暑だった今年度は、ビルの取り壊しや病院の閉鎖
にかかるところ以外は毎日のように散水実施をしてくれる協力者を得たことで何とか花いっ
ぱいを維持できた。

3．参加人数

～国体道路花いっぱい運動～
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5．発表する機会を得た会合等

①　全国花のまちづくりコンクール表彰式　

　　団体部門で「国体道路花いっぱい運動」が優秀賞受賞

日時 令和７年１０月３０日　10：00～14：00　　

場所 法曹会館

内容 応募総数９２４件　大賞（5件）　優秀賞〈11件）　奨励賞〈6件）

（市町村部門6　団体部門604　学校部門201　個人72　企業41）

参加者 100名　受賞者及び関係省庁職員、関係機関等

懇親会の中で、活動状況を説明

②　他団体との交流等

　　１）国体道路清掃

日時 令和6年11月23日10：00～15：00　11月30日10：00～13：00　

参加者 ６５名 国際マラソンコースの花植えと一斉清掃

　　2）玄海灘風景街道つながるプロジェクト

日時 令和8年2月10日9：00～15：30

参加者 ２５名 活動箇所の視察と紹介及び意見交換

③　その他

　　西日本短期大学「学びの発表会」で、国体道路の活動内容を学生が発表

日時 令和8年2月17日 ～　2月23日　　　

場所 福岡県立美術館

参加者 ６００名 父兄及び関係者、企業、行政、OB、一般住民など

内容

６．令和7年度末現在の協力者 ５4件

　① (株)奥村組　　②清水建設(株)

3

令和７年度新規の協力者

５）博多湾に松の植樹を開始し、「水と緑とまちづくり」をテーマに３８年間活動を続け、国
体道路の花いっぱい活動を１４年間継続でき、「全国花のまちづくりコンクール」おいて応
募総数924件、大賞5件、優秀賞11件の中で優秀賞を受賞し、受賞者との懇談会で花に
よるおもてなしの状況を紹介し、広く広報できた。長きにわたり、支援いただいている九州
地域づくり協会をはじめ、地域の協力団体のお陰だと感謝している。

西日本短期大学学生が活動の一部である「国体道路花いっぱい運
動」に参加した状況をパネル及びパワーポイントによる説明で紹
介。
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３） 実施スケジュールと参加者
実施日 実施場所 実施内容 参加者 備考

1
令和7年
　4月8日

国体道路(警固～天神) 令和７年度の花植計画打合せと花の手入れ 4

2 4月19日 国体道路(天神) 花の維持管理・清掃活動 3
3 4月24日 国体道路(警固～天神) 花の維持管理・清掃・協力者へ散水依頼 4
4 5月11日 国体道路(警固～春吉) 花の維持管理・清掃活動 3
5 5月14日 国体道路(天神～春吉) 花の維持管理・清掃活動 2
6 5月26日 国体道路(警固～春吉) 5
7 6月9日 国体道路(天神～春吉) 花の維持管理・清掃活動 3
8 6月18日 国体道路(警固～天神) 令和７年度の花植事前打合せと調査 13 西短　10人

9 6月25日 国体道路(警固～天神) 花の維持管理・清掃活動 4
10 6月28日 国体道路(警固～天神) 花植と清掃活動 12 さわやかｽﾀｯﾌ他　9人

11 7月2日 国体道路(警固～春吉) 花の撤去清掃及び事前作業 18 西短　15人

12 7月5日 国体道路(警固～天神) 花の植え込み及び清掃活動 60
西短　32人
中村緑地・福岡国道他　20人

13 7月9日 国体道路(警固～春吉) 花の維持管理・清掃・協力者へ散水依頼 2
14 7月23日 国体道路(警固～天神) 花の維持管理・清掃活動 3
15 7月29日 国体道路(警固～春吉) 花の維持管理・清掃・協力者へ散水依頼 3
16 8月8日 国体道路(警固～春吉) 花の維持管理・清掃活動・散水作業 3
17 8月18日 国体道路(警固～春吉) 花の維持管理・清掃活動・散水作業 3
18 8月19日 国体道路(警固～春吉) 花の維持管理・清掃活動・散水作業 4
19 8月20日 国体道路(警固～春吉) 捕植と清掃活動 15 西短　12人

20 8月22日 国体道路(警固～春吉) 花の維持管理・清掃活動・散水作業 3
21 8月24日 国体道路(警固～春吉) 捕植と清掃活動 7 赤坂花を咲かせ隊４人

22 8月25日 国体道路(警固～春吉) 花の維持管理・清掃活動・散水作業 3
23 8月27日 国体道路(警固～春吉) コンクール視察及び花の維持管理・清掃 7 視察　2人　緑のまちづくり　2人

24 9月3日 国体道路(警固～春吉) 花の維持管理・清掃活動 3
25 9月8日 国体道路(警固～春吉) 花の維持管理・清掃活動 2
26 9月24日 国体道路(警固～春吉) 花の維持管理・清掃活動 2
27 9月29日 国体道路(警固～春吉) 花の維持管理・清掃活動 2
28 10月7日 国体道路(警固～春吉) 花の維持管理・清掃活動 3
29 10月13日 国体道路(警固～春吉) 花の維持管理・清掃活動 3
30 10月22日 国体道路(警固～春吉) 花の維持管理・清掃活動 4
31 10月30日 国体道路(警固～春吉) コンクール表彰式参加 2
32 11月7日 国体道路(警固～天神) 花の維持管理・清掃活動 3
33 11月12日 国体道路(警固～天神) 花植えの事前打ち合わせ 5
34 11月19日 国体道路(警固～天神) 花植えの事前打ち合わせ 8 西短　4人

35 11月26日 国体道路(警固～天神) 花の撤去清掃及び事前作業 15 西短　10人

36 11月29日 国体道路(警固～天神) 花の植え込み及び清掃活動 16 さわやかｽﾀｯﾌ他　13人

37 11月30日 国体道路(警固～春吉) 花の植え込み及び清掃活動 60
西短　32人
中村緑地・福岡国道他　21人

38 12月3日 国体道路(警固～天神) 花の維持管理・清掃活動 18 そらいろ幼保園　15人

39 12月16日 国体道路(警固～天神) 花の植え込み及び清掃活動 5

41
令和8年
1月17日

国体道路(警固～春吉) 花の維持管理・清掃活動と打ち合わせ 5

42 1月26日 国体道路(警固～天神) 花の維持管理・清掃活動 3
43 2月6日 国体道路(警固～天神) 花の維持管理・清掃活動と打ち合わせ 3
44 2月12日 国体道路(警固～天神) 花の維持管理と西短打ち合わせ 5 西短　2人

45 2月16日 国体道路(警固～天神) 花の維持管理・清掃活動 3
46 2月21日 福岡県立美術館 西日本短期大学学びの発表会参加 2
47 3月11日 国体道路(警固～春吉) 花の維持管理・清掃活動 3
48 3月17日 国体道路(警固～春吉) 花の維持管理・清掃活動 4
49 3月24日 国体道路(警固～天神) 花の維持管理・清掃活動 3
50 3月27日 国体道路(天神～春吉) 花の維持管理とスプリングフェス見学 7 西短　4人

51 3月31日 国体道路(警固～春吉) 花の維持管理・清掃活動　（最終確認） 4

水遣り　 　毎日実施　・そらいろ保育園　・パチンコ玉や管理人　・ドン・キホーテ　・奥村組

　通年　週3～4日程度　・ライオンズマンション管理人　・トーカンビル管理人

　その他　・センターマンション管理人　・警固マンション管理人　・近隣店舗

合計 377

4

2）
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４） 植えた花苗の種類と数量 25種 9,390本

花の名前 種　　類 数量（株）

1 ベゴニア 532

2 日々草 724

3 コリウス 532

4 ﾏﾘｰｺﾞｰﾙﾄﾞ 672

5 サルビア 420

6 アメリカンブルー 112

7 ペチュニア 588

8 ジニア 168

9 ペンタス 168

10 千日紅 168

11 百日草 40

12 ケイトウ 48

13 ポーチュラカ 168

14 ひまわり 200

15 ナデシコ 140

16 葉ボタン 434

17 ビオラ 924

18 ノースポール 812

19 パンジー 784

20 キンセンカ 140

21 デージー 112

22 キンギョソウ 112

23 アリッサム 168

24 シクラメン 24

25 チューリップ 球根 1200

合計 9,390

5

アンドグリーン

アンドグリーン・只隈青果店

花の翔風・アンドグリーン

エコマルシェオニヅカ

購入先

花の翔風・アンドグリーン

花の翔風・アンドグリーン

花の翔風・アンドグリーン
・只隈青果店

花の翔風・アンドグリーン

花の翔風・アンドグリーン
・只隈青果店

アンドグリーン

花の翔風・アンドグリーン

アンドグリーン

アンドグリーン

福岡市・道路管理者

アンドグリーン

アンドグリーン

花の翔風

生田農園

花の翔風・アンドグリーン

花の翔風・アンドグリーン

花の翔風・アンドグリーン

アンドグリーン

アンドグリーン

只隈青果店

只隈青果店

3）
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別紙３－２ 

活動実績報告書（保育作業） 

個別活動の 

名称 
博多湾沿岸における森林の整備と保全活動（保育作業） 

具体的な 

活動内容 

松の保育作業、松の間伐、広葉樹の幼木の除去、松葉かきを行った。 

松原内の保育作業後、松原内のごみ拾いをおこなった。 

また、保育作業を通して、環境教育、木育の向上を図った。 

実施年月日 令和 ７年１１月 ８日 （ ２回のうち １回目の活動） 

活動場所 
福岡市東区奈多 

 （国営海の中道海浜公園、ただし未開園地区） 

参加者募集の

方法 

■ポスター、チラシ（当法人事務所で配布、         に掲示） 

□広報誌等（              広報誌、                月号で掲載） 

□ホームページ等 ■その他（過去に参加した企業・団体において募集 ） 

参加者数 

  １４１人 

（参加者数のうち、一般募集による参加者数 :      人） 

（参加者数のうち、企業等連携相手からの参加者数 :   １２７人） 

（参加者数のうち、団体関係者の参加者数 :          １４人） 

当日のスケ

ジュール 

時 間 概 要 詳 細 

９：３０ 集合 
バス利用者は天神乗車 自家用車組は現地集合 

（福岡市雁ノ巣レクレーションセンター） 

１０：２０ 作業 
作業説明・作業開始、作業後松原保全講話 

作業中随時休憩、水分補給） 

１２：００ 昼食・休憩 作業終了後昼食 

１３：３０ 解散 現地解散、貸切バス利用者は天神に出発 

安全確保 

保険の加入 ： ■有      □不要 (理由：                    ) 

ヘルメット ： ■使用 □不要 (理由：                    ) 

救急箱の設置 ： ■有 

緊急時の連絡体制 ： ■有 

その他安全への配慮 ：森林インストラクターや専門家の団体の参加を得る事で安全確

保に努める。 

事故・怪我等

の状況 
■なし ・ □あり 

使用用具 

■鎌（かま） □鉈（なた） ■鋸（のこ） 

□刈払機 ■チェンソー □破砕機（ﾁｯﾊﾟｰ）  

■その他（レーキ、コンテナバッグほか ） 

参加者の 

感想 
これまでにも参加した人多く、終了後お疲れさまでしたの声が多く聞かれた 

備考  

※異なる活動ごとに作成すること。 

～博多湾沿岸における森林の整備と保全活動～
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別紙３－２ 

活動実績報告書（松苗植樹） 

個別活動の 

名称 
博多湾沿岸における森林の整備と保全活動(植樹活動) 

具体的な 

活動内容 

松苗８００本を植樹し、松林の拡張を行った。 

植樹後、海浜の漂着ごみの回収を行った。 

また、植樹作業を通して、環境教育、木育の向上を図った。 

実施年月日 令和８年２月２８日 （ ２回のうち ２回目の活動） 

活動場所 
福岡市東区奈多 

 （国営海の中道海浜公園内 ただし、未開園地区 ） 

参加者募集の

方法 

■ポスター、チラシ（当法人事務所で配布、           に掲示） 

□広報誌等（              広報誌、                月号で掲載） 

□ホームページ等 ■その他（過去に参加した企業・団体において募集） 

参加者数 

１９４人 

（参加者数のうち、一般募集による参加者数 :  人） 

（参加者数のうち、企業等連携相手からの参加者数 :    １７９人） 

（参加者数のうち、団体関係者の参加者数 :           １５人） 

当日のスケ

ジュール 

時 間 概 要 詳 細 

９：３０ 集合 
バス利用者は天神乗車 自家用車組は現地集合 

（光と風の広場） 

１０：２０ 作業 
作業説明・作業開始 

昨年度の活着調査 

１２：３０ 昼食・休憩 作業終了後昼食 

1３：３０ 解散 現地解散 貸切バス利用者は天神に出発 

安全確保 

保険の加入 ： ■有      □不要 (理由：                    ) 

ヘルメット ： □使用 ■不要 (理由：海浜での植樹のため頭部傷害の危険性が

ない) 

救急箱の設置 ： ■有 

緊急時の連絡体制 ： ■有 

その他安全への配慮 ：造園業者等の専門家及び公園管理業者の参加を得て安全確保

に努めた。 

事故・怪我等

の状況 
■なし ・ □あり （※ありの場合、状況を記載                ） 

使用用具 
□鎌（かま） □鉈（なた） □鋸（のこ） 

□刈払機 □チェンソー □破砕機（ﾁｯﾊﾟｰ） ■その他（スコップ、バケツ等 ） 

参加者の 

感想 
次回も参加したとの希望が多かった 

備考  

※異なる活動ごとに作成すること。 
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はかた夢松原の会 

令和７年度 活動状況写真 

 

2025/11/8 

人の手で一本

ずつ、鋸で間

伐していく 

 

2025/11/8 

落葉かき 

たくさんの帽

子とリュック

が見えます 

  

 

 

2025/11/8 

あと一息・・ 
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はかた夢松原の会 

令和７年度 活動状況写真 

 

2025/11/8 

作業も終焉に

近づく 

 

2025/11/8 

落葉がこんも

りと山積みに 

 

 

2025/11/8 

作業後の風景 

木々の間に風

が通り気持ち

よさそう 
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はかた夢松原の会 

令和７年度 活動状況写真 

 

 

2026/2/28 

全体を見ると

このような感

じ 

 

2026/2/28 

小さな手で植

樹をしてくれ

ています 

 

2026/2/28 

すごい・・ 
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はかた夢松原の会 

令和７年度 活動状況写真 

 2026/2/28 

広い範囲でご

みがの散乱 

 

2026/2/28 

こんなにゴミ

があったのか 

  

 

 

2026/2/28 

みなさん、本

当にお疲れ様

でした 
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２－１．活動内容 

 

 新流域交流連携事業 

① じゃ口のしっぽ探検隊２０２５ 

・実施日   令和８年３月１２日（木） 

・実施場所  大山ダム、田来原美しい森づくり公園、日田市豆田町 

・参加者   ４２名（西日本短期大学学生１５名、４団体：２７名） 

・事業内容 

※大山ダム見学（概要説明、堤体上部・下部、堤体内管理通路見学） 

説明・案内：独立行政法人水資源機構 大山ダム管理事務所桑島所長 

※田来原美しい森づくり公園(概要説明、公園内見学、シイタケ収穫体験) 

 説明・案内：日田市大山振興局上田局長、老松生産森林組合梶原組合長 

 ※山間地の公園・景観設計概要説明（株式会社大山にて公園設計の事例

や山間地域での生態系について説明） 

  説明：筑後川上流倶楽部 川津会長 

※日田市豆田 日田の歴史と文化について学ぶ散策 

※車中にて 

 福岡市の水事情について（昭和５３年・平成６年渇水に学ぶ） 

 筑後川流域ダム群の現状 

 水のつながり（水源地と都市圏）クイズ(冊子) 

  説明：尾木幾子(元国土交通省職員) 

（NPO法人ひた水環境ネットワーク） 

  

1）

～じゃ口のしっぽ探検隊２０２５～
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２－２．成果 

 

※ 福岡都市圏の住民に安全・安心の水を供給するために、筑後川上・中・下

流域の人々の努力と協力がある事の周知を図りながら事業を実施するこ

とができた。 

※参加者の年齢が１０代から８０代までと幅広く、渇水経験者と未経験者が

おり、自分たちが使っている水のルーツなどをしっかり学べたことがよか

った。また、ダムの貯水量が異常気象により少なく、厳しい水事情の現実

を観察できたことはより節水の大切さや水源地の重要性を実感し、危機感

を持たせられたことは何よりの成果である。今後ともにこの活動を続けて

いく必要性を感じた。 

 

２－３．これから 

 

 福岡都市圏の水道水の１／３が筑後川の恩恵を受けていることを踏まえ、福

岡周辺の生活者に対して、福岡都市圏も「水」によって結ばれた筑後川の一部で

あることの認識を深めることを促すと共に、ダムの重要性、環境保全について、

これまで以上に筑後川流域との交流を深めていきたい。 

ＳＮＳなどを利用しながら、更なる周知の徹底のために、福岡都市圏生活者とし

て積極的に協力していきたい。 

2）

3）
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３ 活動内容写真 

 

 

車中で水やダム

について説明 

 

ダム管理事務所

内にて、ダムの

概要や機能を勉

強 

所長より楽しい

話を交えながら

講義を受ける 

 

ダムの堤体から

の見学 

森林のないむき

出しの壁は、本

来ならダムの水

で見えない 

4）
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堤体内の管理通

路を見学して説

明を受ける 

 

ダム下広場での

説明 

上の方に水門が

見える 

 

進撃の巨人を記

念して 

 

ダムの上部から

巨人が現れそ

う・・ 
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田来原美しい森

づくり公園内 

生産森林組合長

他説明を受ける 

 

公園内でのシイ

タケ収穫体験 

 

皆で夢中になっ

て探している 
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